資料８　推定所要時間計算用紙

社会福祉施設及び病院の夜間体制指導マニュアル推定所要時間計算用紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　　　　　称（　　　　　　　　）

　１　Ｒtの算定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バルコニー避難（　　　　　　　　）

	
	出火区画
	同一階の隣接区画(1)
	同一階の隣接区画(2)
	上階の隣接区画

	自力避難可能者
	避難開始時間(a)
	
	
	
	

	
	避難完了時間(b)
	
	
	
	

	自力避難困難者
	避難開始時間(c)
	
	
	
	

	
	避難完了時間(d)
	
	
	
	

	Ｅ1＝(b)－min｛(a)，(c)｝
	
	
	
	

	Ｃ＝自力避難困難者の

   （実在者）／（参加者数）
	
	
	
	

	Ｅ2’＝(d)－(c)
	
	
	
	

	Ｄ  ２による

※次表Ｄの算定を参照
	
	
	
	

	Ｅ2＝Ｃ・Ｅ2’＋Ｄ
	
	
	
	

	Ｅ＝max{Ｅ1，Ｅ2}
	
	
	
	

	Ｖ＝min{(a)，(c)}
	
	
	
	

	Ｒt＝Ｖ＋Ｅ
	
	
	
	


　２　Ｄの算定

	Ｄ’ ｜(ｃ)－(ａ)｜
	
	
	
	


　　(1)　自力避難困難者を出火区画から順次避難させる場合

	Ｄ
	＝Ｄ’f
	＝（Ｃf－１）・Ｅ2’f＋Ｄ’n
	＝(Ｃf－１)・Ｅ2’f＋（Ｃn－１）・Ｅ2’n＋Ｄ’u

	
	
	
	
	


　　(2)　自力避難困難者を各区画一斉に避難させる場合

	Ｄ＝Ｄ’
	
	
	
	


　　(3)　自力避難困難者を階ごとに順次避難させる場合

	Ｄ
	＝Ｄ’f
	＝（Ｃf－１）・Ｅ2’f＋Ｄ’n
	＝Ｄ’u

	
	
	
	
	


　（注）

１　ｆ、ｎ、ｕの記号は、それぞれ出火区画、同一階の隣接区画、上階の隣接区画を示す。

２　min｛(a)，(c)｝は(a)又は(c)のうち小さい方の値、max｛Ｅ1，Ｅ2｝はＥ1又はＥ2のうち大きい方の値を示す。

３　｜(c)－(a)｜は(c)－(a)の絶対値を示す。

４　同一階の隣接区画が２以上存する場合は、それぞれＲtnを算出し、最も大きい値を最終的なＲtnとする。
